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たまねぎレポート【第３７８号】 

 

平成３１年４月２６日  

  阪南青果株式会社  

社 内 報 

３月の天候は、気温が全国的に高く、東・西日本はかなり高かった。日照時間は、

ほゞ全国的に多かった。降水量は、北日本と東日本の日本海側で少なく、沖縄・奄

美で多かった。４月の天気概況は未だ発表されていないが、温暖と花冷えで日毎

の寒暖の差が大きかった。桜の開花は平年より早かったが、満開までの期間は遅

く、花見の期間が長くなった地域が多かった。 

 気象庁の５～７月の３か月予報に依ると、平均気温は、沖縄・奄美で平年並みま

たは高い確率ともに４０％。降水量は、沖縄・奄美で平年並みまたは多い確率とも

に４０％。月別予報は次の通り。 

 ５月、北日本と東日本の太平洋側では、天気は数日の周期で変わる。東日本の

日本海側と西日本では、天気は数日の周期で変わり、平年と同様に晴れの日が多

い。沖縄・奄美では、平年に比べ曇りや雨の日が多い。 
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 ６月、北日本では、期間の前半は、天気は数日の周期で変わる。期間の後半は、

平年と同様に曇りや雨の日が多い。東・西日本では、平年に比べ曇りや雨の日が

少ない。沖縄・奄美では、平年に比べ曇りや雨の日が多い。 

 ７月、北日本では、平年と同様に曇りや雨の日が多い。東・西日本では、平年に

比べ曇りや雨の日が多い。沖縄・奄美では、平年と同様に晴れの日が多い。 

 

主要（市場）の動き 

野菜の概況 

３月の建値市場の野菜の販売量は、２１８，３１１トン前年比９３％で、主要野

菜を始め多くの品目で出回り量が減少傾向であった。総ての建値市場で前年

比減となったものの、平均単価は前月に続き前年比安であった。数量減の価格

安で、総体的には厳しい販売環境であった。 

市場別の入荷量と平均単価は、札幌市場の販売量は前年比８６％、平均単

価は㎏￥１９０で前年比７９％。東京市場の販売量は前年比９４％で、平均単価

は Kg￥２３０前年比８９％。名古屋市場は前年比９６％の販売量で、平均単価

は㎏￥２０６前年比９０％。大阪本場は前年比９４％の販売量で、平均単価は

kg￥２１５前年比８９％。福岡市場では前年比８５％の販売量で、平均単価はkg

￥１６９前年比９９％となっている。 

建値市場の３月の玉葱販売量は、２８，７５５トン前年比９５％で、大阪本場以

外の市場は前年比減であった。平均単価はいずれの市場も、前年比高で、他

の品目に比べ好市況を持続した。市場別の販売量と平均価格は、札幌市場の

販売量は５，５５６トン前年比８０％、平均単価はｋｇ￥１０７前年比１２１％。東京

市場の販売量は１０，５２９トン前年比９５％、平均単価はｋｇ￥１３３前年比１０

５％。名古屋市場の販売量は６，５９４トン前年比９１％、平均単価はｋｇ￥１１６
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前年比１１７％。大阪本場の販売量は３，７１６トン前年比１１４％、平均単価は 

ｋｇ￥１３０で前年比１０８％。福岡市場の販売量は２，３６０トン前年比９５％、平

均単価はｋｇ￥１２２前年比１１２％となっている。 

日本農業新聞社が集計した、全国主要７地区の代表荷受７社の３月の主要

野菜１４品目の販売量は、９２，９１０トンで前年比３％減、平均単価はｋｇ￥１３

１前年比１８％安となっている。販売量が前年比増の品目は、ニンジンが前年

比２７％増、タマネギが１１％増、ネギが９％増など５品目。前年比減の品目は、

結球レタスが前年比２９％減、ホウレンソウが２２％減、ピーマンが２１％減など

８品目。価格が前年比高の品目は、ピーマンがｋｇ￥５７５で前年比２２％高、ト

マトがｋｇ￥３７３で１８％高、サトイモがｋｇ￥３０５で１５％高など８品目。前年比

安の品目は、ハクサイがｋｇ￥４７で前年比５６％安、キャベツがｋｇ￥５６で５

２％安、ニンジンがｋｇ￥９４で５０％安など６品目となっている。 

東京都中央卸売市場の３月の野菜の入荷は、１２３，１８２トン前年比９４％

（前月比１０８％）。平均単価はｋｇ￥２３０前年比８９％（前月比９９％）となって

いる。主要品目で入荷が前年比増の品目は、ニンジンが前年比１２５％、キャ

ベツが１１２％、ナスが１０９％など３品目。前年並みはネギの１品目。入荷が前

年比減の品目は、レタスが前年比７５％、ダイコンが８０％、トマト・キュウリが８

６％など１１品目。販売単価が前年比高であった品目は、トマトがｋｇ￥４０９で

前年比１１５％、ピーマンがｋｇ￥６１９で１１１％、サトイモがｋｇ￥３１６で１０６％

など７品目。前年比安の品目は、ハクサイがｋｇ￥４６で前年比３４％、キャベツ

がｋｇ￥６２で４５％、ニンジンがｋｇ￥１０７で５４％など８品目となっている。 
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東京都中央卸売市場の３月の入荷量と単価 

品  目 入荷量 

(t) 

前年比 

(%) 

前月比 

(%) 

単 価 

(\/kg) 

前年比 

(%) 

前月比 

(%) 

野  菜  総  数 123,182 94.2 107.9 230 89.0 99.1 

た ま ね ぎ 10,529 95.0 116.2 133 105.1 86.4 

キ ャ ベ ツ 19,841 112.3 128.0 62 44.9 77.5 

は く さ い 7,420 93.2 59.5 46 34.2 121.1 

だ い こ ん 9,739 79.5 99.1 76 65.7 93.8 

ば れ い し ょ 7,235 93.1 97.5 114 101.9 107.6 

レ タ ス 7,274 75.0 106.1 167 99.6 83.5 

に ん じ ん 7,566 125.4 127.5 107 54.3 105.9 

ト マ ト 5,965 86.0 119.6 409 115.1 108.5 

き ゅ う り 5,841 86.4 131.2 330 107.7 89.9 

ね ぎ 4,082 100.3 98.3 244 64.9 82.7 

か ぼ ち ゃ 2,591 90.3 126.0 151 118.1 86.8 

な が い も 888 88.6 124.5 335 108.9 98.8 

れ ん こ ん 653 82.7 95.3 544 126.6 114.8 

に ん に く 287 93.4 87.8 841 80.5 95.7 

玉葱の概況 

東京市場 

東京都中央卸売市場の３月の玉葱の入荷量は、１０，５２９トン前年比９５％

（前月比１１６％）であった。北海物が前年比２３％減となったが、府県の早生物

の生育が順調で、北海物の減少をカバーした。主力は依然北海物だが、産地

の在庫減で、入荷量は６，３７５トン前年比７７％、占有率６１％で前年比１４ポイ
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ントダウン。静岡物は、２，０６４トンの入荷量で前年比１４３％、占有率２０％で

前年比７ポイントアップ。佐賀物は１，０１７トンの入荷で前年比５９４％、占有率

１０％で８ポイントアップ。月平均単価はｋｇ￥１３３前年比１０５％前月比８６％で

堅調を維持した。産地別平均単価は、北海物がｋｇ￥１３３前年比１２９％。静岡

物はｋｇ￥１４２前年比６５％。佐賀物はｋｇ￥１３６前年比６５％となっている。需 

給を反映し、北海物は前年比大幅高、府県の新物は前年比大幅安となった。 

４月に入り、佐賀産の早生物主力に、長崎、愛知産の早生物の併売となった。

買い手の引きは強く、荷動きは順調であった。日毎に入荷増が予想され、市況

は値下がり傾向が続くと予想されていたが、横這い相場が続いた。荷凭れ傾向

が続いていた北海物も、入荷減から在庫が減り、需給は改善し保合相場から

Ｌ・Ｍは強気配となったものの、Ｌ大の荷動きは鈍く、厳しい販売が続いた。月半

ばには、北海物と佐賀物が主力となった。相場は概ね同水準となったが、佐賀

物は大粒傾向で２Ｌの比率が高く、２Ｌは値下がり傾向となった。北海物は、産

地の指示価格に副った販売でそれなりの動きであった。４月１日～２０日の販売

量は８，９４４トン前年比１１７％。平均単価はｋｇ￥１２５前年比１２１％。産地別

では計画出荷の北海物は４，６９０トンで前年比１０２％、平均単価はｋｇ￥１２９

前年比１３０％。生育前進化の佐賀物は３，３６５トンで前年比１７６％、平均単

価はｋｇ￥１２１前年比１１５％。終盤の静岡物は１８３トンで前年比５４％、平均

単価はｋｇ￥１２４前年比１０３％。長崎物は１４０トンで前年比４１％、平均単価

はｋｇ￥１２８前年比１０７％となっている。総じては、入荷増ながら価格高で、他

野菜に比べ順調な販売であった。 

名古屋市場 

名古屋市中央卸売市場の３月の玉葱の販売量は､６，５９４トン前年比９１％

（前月比１０６％）で前年比減、前月比増であった。主力は引き続き北海物で販
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売量は、４，９５８トン前年比７６％、占有率は７５％前年比１５ポイントダウン。

静岡物の販売量は９９０トン前年比１７８％、占有率は１５％前年比６ポイントア

ップ。愛知物の販売量は５１７トン前年比５１０％。平均単価はｋｇ￥１１６前年比

１１７％（前月比９０％）。産地別では、北海物はｋｇ￥１０８前年比１２６％、静岡

物はｋｇ￥１４７前年比６７％。愛知物はｋｇ￥１２８前年比６２％となっている。 

４月に入り、地場産地の愛知物の入荷が、日々増加傾向となったが、引き合

いが強く、荷動きは順調であった。他方、静岡物は、終盤で入荷は減少、品質も

劣化が目立った。北海物は、依然荷動きが鈍く厳しい販売が続いた。特にＬ大

の動きが悪くなった。月半ばになり、愛知物の入荷は予想外に少量で、品薄状

態が続き、仲卸のなかには、代替えに北海物をとの動きがあったが、北海物も

入荷が少なく、事前契約販売で一見客に回す余裕はなかった。此処に来て、愛

知物の入荷は増加傾向にあるが、大粒で球流れは、２Ｌ４５％、Ｌ５０％、Ｍ５％

で、他市場と同様に２Ｌの動きは鈍い。 

大阪本場 

大阪市中央卸売市場本場の３月の玉葱の販売量は、３，７１６トン前年比１１

４％（前月比１１３％）で、北海物と兵庫の冷蔵物は前年を下回ったが、新物の

静岡、長崎、佐賀が大幅増となったことで、販売量は前年を上回った。主力は

引き続き北海物で、販売量は２，０５５トン前年比９４％、占有率５５％前年比１２

ポイントダウン。兵庫の冷蔵物は２４５トンで前年比７７％、占有率は７％前年比

３ポイントダウン。静岡物は３４７トン前年比１４３％、占有率は１１％前年比３ポ

イントアップ。長崎物は８１４トンで前年比１８０％、占有率は２２％で前年比８ポ

イントアップ。佐賀物は２１５トンで前年比４６８％。占有率は６％で５ポイントアッ

プ。となっている。月平均単価はｋｇ￥１３０前年比１０８％（前月比８８％）。産地

別では、北海物がｋｇ￥１３０前年比１３５％。兵庫物はｋｇ￥１５９で前年比１０
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６％。静岡物はｋｇ￥１３０で前年比６０％。長崎物はｋｇ￥１２６で前年比７２％、

佐賀物はｋｇで￥１１２前年比７２％となっている。北海、兵庫のヒネ物が前年比

高。静岡、長崎、佐賀の新物は前年比安であった。 

４月に入り、北海物は販売調整で、入荷量が少なめとなり相場維持の販売。

府県の早生は静岡が終了し、長崎、佐賀が主力となった。荷動き良く相場は強

保合となる。長崎は南高地区がピークを過ぎ、諫早地区に移行したが、手入れ

が良く、品質良好で引き強く堅調な動き。佐賀は、入荷増傾向となるも、銘柄別

の品質に格差があり、高安まちまちだが、それなりに荷動きは良かった。兵庫

は走りが入荷したが、地域ブランドの浸透で引き強く堅調。北海物は入荷減少

で、需給が均衡し相場を維持した。月半ばには、新物主力の販売となったが、

兵庫、佐賀、長崎ともに、荷動き良く堅調な動きとなった。北海物はＣＡ貯蔵物

が高く、銘柄別の格差が開いた。此処に来て、大型連休用の手当て買いが、見

受けられるものの、入荷は順調で新物、北海物ともに弱含みの動きである。特

に、新物は２Ｌの比率が高く、受け皿探しに苦労している。４月１日～２０日の入

荷量は２，７５７トン前年比１１４％、平均単価はｋｇ￥１２０前年比１２０％。産地

別では、北海物が１，２３３トン前年比１０４％、平均単価はｋｇ￥１１７前年比１２

９％。佐賀物は７９７トン前年比１８８％、平均単価はｋｇ￥１１８前年比１１５％。

長崎物は５０５トン前年比７３％、平均単価はｋｇ￥１１８前年比１１１％。兵庫物

は２０８トン前年比３７８％、平均単価はｋｇ￥１４６前年比８７％となっている。 

福岡市場  

福岡市中央卸売市場の３月の玉葱の販売量は、２，３６０トン前年比６９％

（前月比１４３％）で、前年比減の前月比増となっている。引き続き主力の北海

物の入荷が落ち込んだことが影響した。北海物の販売量は１，１４３トン前年比

４１％、占有率は４８％で前年比３３ポイントダウン。長崎物は６２６トンで前年比
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１６５％、占有率は２７％で前年比１６ポイントアップ。佐賀物は２５７トン前年比

１，１８６％、占有率１１％前年比１０ポイントアップ。中国物は２４７トン前年比１

６４％、占有率は１０％で前年比６ポイントアップ。平均単価はｋｇ￥１１８前年比

１１７％（前月比９１％）で、堅調を維持した。産地別の平均単価は、北海物が 

ｋｇ￥１３２前年比１４７％。長崎物はＫｇ￥１１２前年比６４％、佐賀物はｋｇ￥１０

４前年比５９％、中国物はｋｇ￥７８前年比９１％。となっている。 

４月に入り、佐賀、長崎、北海物がほゞ均等の入荷となり、新物は荷動き良く

日々完売が続いた。関西市場で割高相場が続き、九州市場向けの入荷は増え

ない状況となった。北海物は入荷の減少傾向が続いたことで、荷動きが回復歩

調となった。月後半には、長崎物の入荷はピークを過ぎ、新物は佐賀物主力の

販売となる。荷動きは良好で相場は堅調に転じた。北海物は、契約物主力で相

場は変わらず。大型連休を控え堅調な動きとなった。此処に来て、佐賀物主力

の販売となっているが、大粒で２Ｌの比率が高く、２Ｌの販売に苦労している。Ｌ・

Ｍの動きはまずまず。北海物は入荷少なく相場は変わらず。４月１日～２０日の

販売量は、１，９０７トン前年比１２１％、平均単価はｋｇ￥１０６前年比１０５％と

なっている。此の先、新物は最盛期となり、販売環境は厳しくなりそうだ。 

 

４月２５日（木）の建値市場の玉葱市況は次の通り 

【札幌市場】 入荷２２１ トン  弱保合  

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,800～2,650、 Ｌ大￥3,000～2,700、  入荷なし 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥2,000～       Ｌ￥2,800～       Ｍ￥3,000～ 

【太田市場】 入荷３５５トン  保合  

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,500～2,300、 Ｌ大￥2,500～2,300、Ｌ￥2,500～2,300、 

 M￥2,200～2,000。 
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長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥650 ～ 600、  Ｌ￥1,200～1,100、  Ｍ￥1,200～1,100。 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥2,500～2,300、 Ｌ￥2,500～2,300、  Ｍ￥2,500～2,400。 

【名古屋北部】 入荷１３２トン  弱い  

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,400～2,300、 Ｌ大￥2,600～2,500、 Ｌ￥2,500～2,400。 

愛  知１0kgＤＢ２Ｌ￥1,000～ 900、 Ｌ￥1,400～1,200、  Ｍ￥1,000～ 900。 

愛  知 20kgＤＢ２Ｌ￥1,800～1,600、 Ｌ￥2,400～2,300、 Ｍ￥2,000～1,800。 

【大阪本場】  入荷９７ トン  強保合  

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥2,500～2,400、 Ｌ大￥2,800～2,500、 Ｌ￥2,800～2,500。 

長  崎１0kgＤＢ２Ｌ￥900 ～ 700、  Ｌ￥1,600～1,400、 Ｍ￥1,400～1,300。 

佐  賀 10kgＤＢ２Ｌ￥900 ～ 700、  Ｌ￥1,600～1,400、 Ｍ￥1,400～1,300。 

佐  賀 20kgＤＢ２Ｌ￥1,400～1,300、 Ｌ￥2,800～2,600、 Ｍ￥2,700～2,600。 

兵  庫 10kgＤＢ２Ｌ￥1,000～ 800、 Ｌ￥1,400～1,200、 Ｍ￥1,400～1,300。 

【福岡市場】 入荷１５８ トン  保合  

北  海 20kgＤＢ２Ｌ￥3,000～2,800、 Ｌ大￥3,000～2,800、 Ｌ￥3,000～2,800。 

佐  賀 10kgＤＢ２Ｌ￥800 ～ 600、 Ｌ￥1,500～1,300、 Ｍ￥1,400～1,200。 

 

供給（産地）の動き 

北海道産地  

出荷は終了し、在庫はオーホツク地区ＪＡの冷蔵物のほか、ＪＡ富良野のＣＡ貯

蔵物以外は量的に限られている。終盤の市況は、高値を維持し３０年産の販売は

好調裡に終了する。既に、全道的に定植が始まっている。苗立ちは総じて良好であ

ったが、気温の変化で昨年に比べると総じて若苗定植となっている。今年も定植作

業は前進化傾向で、悪天候に見舞われない限り、大型連休中にはほぼ終了する。 
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  府県産地 

府県産地の早生の出荷は、静岡が終了し、長崎も終盤を迎え、佐賀がピークを

迎え、愛知、淡路が本格化する。いずれの産地も早生の作柄は、大豊作亦は豊作

である。佐賀のＪＡ系統の栽培面積は、１，６９１ｈａ前年比９３％。品種別では、極早

生２４８ｈａ前年比９３％、早生６７７ｈａ前年比９７％、中晩生７６６ｈａ前年比９１％と

なっている。病害が一部で発生しているが、抜き取りと防除の徹底で被害は前年よ

り少ない。直近１週間の選果の球流れは、２Ｌ４１％(前年１１％)、Ｌ43％(５０％)、Ｍ

５％(２２％)、Ｓ１％(１４％)、Ｂ１０％(３％)で反収は８～７トンで大豊作である。 

兵庫の淡路産地も生育は順調で豊作型で推移している。栽培面積は１，４４５ｈａ

前年比９９％。品種別では早生は３０１ｈａで占有率２１％、中生は８５９ｈａで占有率

５９％、晩生は２７０ｈａで占有率１９％、赤玉１５ｈａで占有率１％となっている。作柄

は早生は大豊作が確定的で、中晩生は豊作を予想している。早生の出荷が始まっ

ているが、球肥大が良く２Ｌの発生率が高いし、格外も多い。ベト病の発生は平年

並みか少ない。４月の高値市況を反映して、産地相場は２０ｋｇ切り落とし裸値￥２，

０００で始まったが、昨今では￥１，５００前後に落ち着いている。早生の出荷は現

在のレクスター種と七宝早生種との間に谷間が出来そうで、連休時に在庫過多に

ならないと見ている向きが多い。 

外国産地 

 ３月の輸入は、速報値で２４，９１４トン前年比９２％。中国物が全体の９０％弱を

占めている。国別では中国が２２，０８２トン前年比９２％。アメリカが１，３６８トン前

年比３１１％。ニュージランドが７３９トン前年比３９％、タイが５９８トン前年比７８％。

オーストラリヤが１２７トン前年比１９８％となっている。 

 中国、現在の出荷は雲南省に移行している。栽培面積は前年の安値を反映して、

減反傾向となったが、生育は順調で生産量は前年を上回ると予想されている。５月
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の日本向け価格は、剥き玉２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ・＄１０.00 である。 

ニュージランド、昨シーズンは減反、減収に加え、欧州市場が堅調で、日本向け

は激減したが、此処に来て需要が落ち着き、オファー価格も値下がりしている。５月

入港の日本向けで、７０～８０㎜サイズ・２０ｋｇ・Ｃ＆Ｆ・￥１，３００。となっている。 

  

５月の市況見通し 

４月の市況は、予想に反し堅調に推移し、月初めから月末まで大きな変化のな

い状態で推移し、月末から改元を迎える大型連休になる。平年と異なり出荷から小

売りに至るまで、今までにない休日が発生する可能性がある。通常なれば、府県産

の早生の大豊作で、５月市況は低迷し、値下がりが続くが、今年は輸送が中断され

ることで、市場入荷が制限され、値下がり幅は例年に比べ少ないと予想する。（了） 


